
中近東
10,312千トン

原油
59.0％

石油製品
31.1％

LNG
5.5％

その他
1.3％

完成自動車
2.6％ その他

0.5％

アフリカ
615千トン

木材
チップ
24.9％

鉄鋼
21.0％

化学薬品
14.8％

その他
5.4％

窯業品
16.1％

非鉄金属
9.3％

その他
8.6％

ヨーロッパ
783千トン

完成自動車
61.9％

石油製品
11.8％

その他
3.5％

鉄道車両
6.5％ その他

8.6％

自動車部品
7.7％

旧ソ連
542千トン

石炭
55.8％

石油製品
14.0％

原油
27.7％

その他
1.6％

完成自動車
0.6％

その他
0.2％

石炭
65.8％

原塩
12.1％

LNG
7.5％

その他
2.5％

木材チップ
3.5％

完成自動車
3.6％

その他
5.0％

オセアニア
12,275千トン

アジア
12,555千トン

石炭
31.9％

石油製品
4.0％

その他
11.2％

化学薬品
14.2％

セメント
17.4％

窯業品
5.8％

その他
15.6％

南アメリカ
721千トン

木材
チップ
43.2％

その他
3.0％

窯業品
25.3％

完成自動車
21.7％

石油製品
5.6％

その他
1.2％

北・中央アメリカ
2,645千トン

その他の
石油製品
11.5％

LNG
4.1％

原塩
20.2％

その他
9.3％

完成自動車
46.7％

その他
8.2％

山口県の港湾における
外国貿易貨物の地域別分布図

〔凡例〕

輸入
輸出
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　山口県の港湾では、平成28年に42,869千トン（輸出：11,733千トン、輸入：31,137千トン）の
貨物が世界各国と取引がありました。
　地域別にみますと、アジアが石炭の輸入やセメントの輸出などで全体の2割を占め、続いて
石炭の輸入などでオセアニア、原油の輸入などで中近東となっています。
　このように、山口県の主要港の多くが工業港的な性格を持つことから、港湾貨物も工業原料
や工業製品が大半を占めています。




